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研究成果の概要（和文）：デンマーク、オランダ、イギリスともに高齢者住宅（自立型）におけ

るエイジング・イン・プレイスが実践されていた。３国ともに市内全域に地域 24 時間ケアが

整備されており、とくにデンマーク、オランダでは、介護・看護職員がチーム内で協働してお

り、地域 24 時間ケアの拠点を高齢者住宅に配置する形で合理的にサービス提供していた。イ

ギリスでは、介護と看護が異なる組織から提供されており、シェルタード・ハウジングのスキ

ーム・マネジャーが豊かな地域資源を含めてコーディネートしていた。一方、日本では施設へ

のリロケーション、長期入院が多く、地域居住には程遠い現実が明らかとなった。地域包括ケ

アを進めていく上で地域 24 時間ケアは基幹要素であり、多様な地域資源、家族による情緒的

支援・生活支援もまた重要であることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： ’Ageing in place‟ in independent living in 3 countries, Denmark, the 

Netherland and England, was comparatively well done. In these three countries, community-based 24 

hour care is provided all over the city.  Especially in Denmark and the Netherlands, caring staffs and 

nursing staffs are working together in one team so that they can provide services functionally from 

on-site station as a part of community-based care.  In England, scheme managers of sheltered housings 

play a role of care coordinator including plentiful social resources because care workers and nurses 

come from different organizations.  On the other hand, it was made clear that „Ageing in Place‟ is not 

done in Japan with the evidence that the rate of relocation to nursing homes and long hospitalization 

were both quite high.  To establish 24 hour care is essential for developing „Comprehensive 

Community-based Care‟, while also to cultivate various resources in the community and to regain 

emotional support and practical help by family members are required from now on. 
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１．研究開始当初の背景 

 高齢者居住に関する「施設から地域へ」と
いう流れは、1990 年代にエイジング・イン・
プレイス（地域居住：住み慣れた地域でその
人らしく最期まで）という文脈で説明される
ようになった。この概念は、（１）高齢者の
尊厳と自立、（２）住まいとケアの要素と両
者のフィッティング、（３）死ぬまでの地域
居住保障、（４）地域をも含むダイナミズム、
が重要であることが明らかににされている。 

しかしながら、地域居住の文脈に沿う米国
のアシステッド・リビングも英国のシェルタ
ード・ハウジングも、最期までの地域居住を
保障するものではなかった。この点で異彩を
放つのが、デンマーク、オランダが 1980 年
代に実践した「住まいとケアの分離」である。
デンマークでは、1970 年代に建設された高
齢者施設を「住まいとケア」がパッケージ化
されたものとみなし、両機能を分離して、地
域に高齢者住宅と 24 時間ケアを整備してき
た。オランダも同様である。 

日本においても、「地域包括ケア」概念が
明確に定義され（2008 年）、介護保険の改正
（2006 年、2012 年）、高齢者住まい法の改正
がなされて、確実にエイジング・イン・プレ
イスへの道を歩み始めている。 

しかしながら、「住まいとケアの分離」の
のちに、それらはどのように統合され、高齢
者住宅では真に最期まで（死ぬまで）の居住
が保障されているのだろうか？どのような
文献を見ても、この点まで明らかにされてい
るものは見当たらない。 

２．研究の目的 

 そこで本研究では、次のような項目につい
て調査し、国際比較によって、日本の地域居
住と高齢者住宅、包括的ケアのあり方につい
て示唆を得ることを目的とした。 

（１）海外における調査では、デンマークの
自立型高齢者住宅、オランダの生涯住宅、イ
ギリスのシェルタード・ハウジングを対象と
して、以下の点を明らかにする。 

①高齢者住宅からの退去者数と退去先、退去
理由 

②重度化に対応するプロセス 

③最期までの生活を支えるための促進要
因・阻害要因  

 

（２）日本では、有料老人ホーム（住宅型で
地域ケアを利用するもの）、シルバーハウジ
ング、サービス付き高齢者向け住宅（自立型
で外部ケアを利用するもの）を調査対象とし
た。調査項目は、海外と同様である。 

 

３．研究の方法 

（１）海外においては特定住宅を絞り込み、
デンマーク（DK）では 148 戸の高齢者住宅、

オランダ（NL）では 187 戸の高齢者住宅、イ
ギリス（UK）では７つのシェルタード・ハウ
ジング計 235 戸を対象とし、当該住宅にケア
を提供する訪問看護師（DK、NL）、スキーム・
マネジャー（UK）にヒアリングを行った。 
①退去数の信頼性を高めるため、DK では全市
町村に、UK ではひとつの住宅協会が運営する
250 のシェルタード・ハウジング（約 7500 戸）
の３年にわたる実態を把握した。NL ではこれ
ができなかった。 
②とくに 24 時間ケアについては同行調査を
行い、重度化対応の実態理解に努めた。 
③促進要因・阻害要因については、半構造的
インタビューとして自発的に語られる内容
を重視するよう努めた。 
 
（２）日本においても特定住宅を絞り込んで
調査を行った。住宅型有料老人ホームでは１
社の協力を得て 498 戸（11 住宅）、シルバー
ハウジングでは K市・都内３区の協力を得て
1003 戸（40 住宅）、サービス付き高齢者向け
住宅では２社の協力を得て 73 戸（2住宅）の
過去３年における退去実態を調べた。 
 
 
４．研究成果 
（１）退去実態：退去実態は表１のように分
類できる。デンマーク（DK）、オランダ（NL）
では死亡退去率が高く、施設入所率が低く、
エイジング・イン・プレイスがかなりな程度
に行なわれていた。イギリス（UK）では、こ
の２国ほどではないが、長期入院もなく、地
域居住が実践されていると言える。 
これに対し、日本ではどのカテゴリーでも

死亡退去率が低く、施設入所率がこれを上回
っていた。さらに、長期入院の率が高い実態
を明らかにすることができた。 
 
表１ 高齢者住宅からの退去実態（単位：％） 

  
死亡 

退去 

施設 

入所 

長期 

入院 

その 

他 

DK 

15.6％ 
87.0  13.0  0.0  0.0  

NL 

10.7％ 
85.0  15.0  0.0  0.0  

UK 

13.9％ 
41.8  26.5  0.0  31.6  

有老 

9.8％ 
17.3  57.1  24.5  1.1  

シルハ 21.0  33.1  23.3  22.6  



6.6％ 

サ付き 

 
16.1  19.6  8.9  55.4  

 
 
（２）死亡退去の実態： 死亡退去の内訳は
「看取り（15.0％・ 43.9％）」「突然死
（30.0％・26.8％）」「緊急入院後の死亡
（55.0％・29.3％）」と分類でき、死亡退去
に占める割合は（）内の通りである（前者が
DK、後者が UK）。「緊急入院後の死亡」は、看
取り中、あるいはかなり虚弱化が進んでいる
なか、肺炎や心筋梗塞などで病院に運ばれ数
時間・１週間以内で死亡というケースである
ため「死亡退去」に入れた。 
 
（３）施設入所の実態： 施設入所の理由は、
DK では全て認知症の重度化であった。これは、
ADL低下については地域24時間ケアで対応で
きることを意味している。これに対して、日
本での施設入所は 61.0％が認知症であるも
のの、39.0％が虚弱化、転倒、病気など身体
面での理由（ケア不足）であった。地域ケア
の充実が望まれるところである。 
 
（４）重度化対応のプロセス： デンマーク、
オランダでは、地域 24 時間ケアの拠点が高
齢者住宅に置かれており、住人のケア利用率
も 7割以上と高く、介護・看護職員は建物の
廊下を歩いて移動する形態である。また、介
護と看護がチーム内で統合されておりチー
ム内連携が容易である。ターミナル期におい
ては、家庭医（GP）の指示をあおぎつつ、チ
ーム内では訪問看護師が中心となり、介護
士・ヘルパーが数時間毎に訪問できる体制を
構築していた。これに対して英国では、介護
（自治体）と看護（PCT）が別組織から提供
されるため、住宅にさまざまな職員が出入り
することとなる。そのため、生活援助員であ
るスキーム・マネジャーのコーディネーター
としての役割が重要となり、地域にも緩和ケ
ア専門の看護師派遣 NPO、生活支援サービス
を提供する NPO などが多彩に存在していた。
また、ターミナルケアや複雑なケースをスー
パーバイスする上級地域看護師もいた。さら
に、各国共通して日常的に家族が食事を届け
たり、買物をしたり、看取り期には泊まり込
んだりと、介護は社会化されてはいるものの、
家族が重要な役割を果たしていた。 
 
（５）地域 24 時間ケア： 「住まいから分
離されたケア」は地域 24 時間ケアの一部と
して位置づけられており、毎日、しかも一日
複数回の短時間訪問を基本として、家族の有
無に関係なく、最期までの暮らしを支えてい
た。UK ではスタッフは地域からやってくるが、

DK、NL では建物内移動が中心で効率よく移動
していた。DK の 148 戸の住宅では職員の夜間
配置が 3 名、深夜配置が 1名であった。NL の
187 名住宅では、それぞれ 6 名、1 名であっ
た。こうした効率的なケアは、UK の地域ケア
も含めて、市内全域に広がる地域ケアの一環
としての位置づけである。高齢者住宅に固定
的に付帯させているものではない。日本では
サービス付き高齢者向け住宅に短時間巡回
型のサービスを固定的に付帯させる事例が
広がっているが、これでは地域ケアは広がら
ないであろう。 
 
（６）エイジング・イン・プレイスの促進要
因・阻害要因： 訪問看護師・スキーム・マ
ネジャーとのインタビュー結果からは、共通
して「多職種連携」「家族の役割」の重要性
が強調された。家族は制度不備の代替ではな
く、制度が整った上での情緒的支援や手作り
食事など家族しかできない支援を行ってい
た。 
 
（７）日本の高齢者住宅における退去実態よ
り、施設入所率・長期入院率が高く、エイジ
ング・イン・プレイスの実践が困難であるこ
とが明らかとなった。施設入所のうち、身体
的障害については地域 24 時間ケアを柱とし
た地域包括ケアによって支えることは可能
である。また、長期入院率の高さには驚くば
かりであったが、これには意識の改革も必要
とされるであろう。 
今後の課題としては、「住まいから分離さ

れたケア」ということで、サービス付き高齢
者向け住宅（介護型）、イギリスのエキスト
ラ・ケア・ハウジングの退去実態をフォロー
する必要がある。また、地域 24 時間ケアで
ある「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」
の進展状況についても、海外の実態と比較し
て調査することが求められる。 
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